
 

 
 

公益財団法人水島地域環境再生財団 
平成 29（2017）年度 事業計画書 

   
公 1、公 2 に分かれている事業を一本化し、公益目的事業１とし、2017（平成 29）年度

をスタートする。外部の協力者（ボランティア他）等の協力を得ながら、事業の目的を能率

的に達成できるよう組織の維持・発展を図る。 
2016（平成 28）年度末に策定した「みずしま財団中・長期計画」をもとに 2017（平成

29）年度から財政の健全化にむけて善処し、2018（平成 30）年度には財政の健全化の達成

を目指し、事業費・管理費の見直しと自主事業の健全化の取り組みを進める。 
昨年度、シンポジウム「世界一の環境学習のまちみずしまを目指して」を開催にあたって、

水島コンビナート企業へ参加をよびかけた。このつながりを活かし、賛助会員、寄附の働き

かけを行う。 
  
公益目的事業 1  
倉敷市水島地域の大気汚染公害の経験を活かし、国内外で公害のない、より良い地域を創

造することをめざし、調査研究・普及啓発活動・支援活動を実施する。 
 
（１）公害地域の再生・地域づくりに関わる調査研究および活動 
   公害のない、よりよい地域環境の創造に資するための調査研究を行う。岡山県温室効

果ガス排出量算定・報告・公表制度評価分析事業を行い、蓄積されたデータを地域の環

境改善のために活用するために検討をはじめる。水辺環境の改善や再生をまちづくり

と関連させ調査や活動を行う。海ごみ対策・豊かな海づくり調査事業については、これ

までの知見を活かし発生源対策の取り組みを行う。  
資料整備については、関係諸組織と連携し事業を行う。これまでに倉敷公害訴訟和解

20 周年情報発信事業で作成した目録をベースに資料保存・活用を進め、展示資料等へ

活用する。倉敷市へ資料館づくりを働きかける。行政・民間団体の委託・助成事業等を

活用する。 
  （内容） 
   ①岡山県温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度評価分析と活用事業 
   ②海ごみ対策・豊かな海づくりのための普及啓発、高梁川流域などの環境再生活動 

 ③資料保存・整理・活用、保存場所の確保と資料館づくりの検討 
 ④水島地域のまちづくりと関連させた八間川調査 

 
（２）公害経験や公害地域再生・地域づくりに関わる情報交流事業 

昨年度は、水島コンビナート立地企業の CSR（社会的責任）の取り組みについて、

アンケート調査・ヒアリング調査を実施した。この結果についても一つのデータとして

情報発信する。水島地域のよりよい地域環境の創造に寄与する取り組みは、倉敷市が

2017（平成 29）年度予算化している「水島地域力調査事業」に応募し、「水島の現状と



 

 
 

課題（その 2）」を完成させることで前進させる。 
 みずしま財団たよりの記事と発行形態を見直すことによって、効果的な情報交流事

業を実施する。そのことを通じて賛同者を得て、寄附・賛助会員の拡大につなげる。 
これまでの協働取組の経験などを活かした事業受託を目指す。エコらぼ倉敷は、地域

の環境改善に向けた諸要求が汲み上げられるようにする。水島おかみさん会・夢 Koi 実
行委員会、瀬戸内の環境を守る連絡会などは、事務局運営支援を行う。毎年開催してい

る倉敷市との懇談（6 月）、環境基本計画を学び育てる会（9 月）については、運営体制

やあり方について再検討する。 
  （内容） 

①水島地域の各主体とコンビナート企業のコミュニケーションを高める勉強会（自

主事業） 
②みずしま財団として必要な市民活動団体への運営支援 
③たより、年次報告書の定期発行、内容の充実（自主事業） 
④HP、SNS、マスメディア等による情報発信の充実（自主事業） 

 
（３）環境学習、環境保健活動等支援事業等 
   環境学習分野では、持続可能な社会を創りだしていくための学びを提供する。 

地球環境基金助成金交付の「コンビナート地域における地域と企業の協働体制を強

化し、環境学習を通じた持続可能な地域づくりモデル事業」を展開する。 
経済発展の著しい地域からの留学生にとって公害経験やその克服について学ぶこと

のできる「水島における環境学習プログラム ①大学生向け ②留学生向け ③医学

生向け」は重要であり、大学との連携で視察受け入れを実施、内容の検証をして質を高

める。多様な関係者との協働によって滞在型環境学習ツアー事業実施に向けて検討す

る。 
   環境保健分野では、人々が健康的に暮らせる地域づくりの促進をめざし、COPD と

呼吸リハビリテーションの普及啓発を医療関係者、行政との連携で進める。 
  （内容） 
  ①コンビナート地域における地域と企業の協働体制を強化し、環境学習を通じた持続

可能な地域づくりモデル事業（助成事業） 
②滞在型環境学習ツアー事業実施に向けて検討する 

  ③小・中・高・大学、生涯学習等 講師派遣（自主事業） 
  ④大学・企業向け視察研修（自主事業） 

⑤COPD（慢性閉塞性肺疾患）の早期発見・治療を目指す地域連携のしくみづくり 
    ・医療従事者向け講習会 
    ・患者・市民向け講習会（フライングディスク体験等） 
    ・くらしき COPD ネットワークの運営 
    ・環境再生保全機構からの事業の実施 
  ⑥医療面から、水島の大気汚染公害の教訓を後世に活かす協働を進める    以上 


